
トラウマインフォームドケアの基本的な考え方 

1. トラウマの理解 

人々の行動や感情の背景には、過去のトラウマ（心理的外傷）が影響し

ている可能性があると認識します。 

2. 安全性の確保 

心理的・身体的に安全な環境を提供することが最優先されます。 

3. 信頼と透明性 

支援者と被支援者の間に信頼関係を築き、透明性のある対応を心がけま

す。 

4. 協働と相互性 

一方的な指導ではなく、協働して問題に取り組む姿勢が求められます。 

5. 個々の力を引き出す 

被支援者が持つ回復力や能力を尊重し、それを引き出す支援を目指しま

す。 

6. 文化的配慮 

個々の文化的背景や価値観を理解し、それを支援に反映します。 

 

トラウマインフォームドケアの本質的なポイント 

1. トラウマの普遍性の認識 

「誰もがトラウマを抱えている可能性がある」という視点が重要です。

表面的な行動や症状だけでなく、その背景にある痛みや経験に目を向け

ます。 

2. “見る”ではなく“聴く”支援 

相手を評価や分析するのではなく、相手の声や感情を「聴き取る」こと

が大切だと強調しています。相手の話を否定せず、受け止める姿勢が不

可欠です。 

3. 関係性の力 

トラウマからの回復には、安全で信頼できる人間関係が不可欠であると

述べています。支援者は「治す」存在ではなく、「寄り添う」存在で

す。 

4. 自己ケアの重要性 

支援者自身がバーンアウトしないよう、自己ケアやサポートを受けるこ

とも TIC の一環とされています。支援者が自分を大切にすることで、よ

り良い支援が可能になります。 

5. 身体と感情のつながりを重視 

心理的ケアだけでなく、身体的なアプローチもトラウマケアにおいて重

要であると述べています。たとえば、呼吸法や身体的な安心感を促す技

術の導入などです。 

 

 



トラウマインフォームドケアのエッセンス：田邊友也氏の視点 

 

トラウマインフォームドケア（Trauma-Informed Care, TIC）は、トラウマ

を経験した人々への支援の在り方を重視するアプローチであり、田邊友也氏は

その普及に尽力する専門家です。 

 

このケアの本質は、トラウマを「特別な出来事」ではなく、誰にでも起こり得

る普遍的なものとして理解し、それを前提とした支援を行うことにあります。 

 

まず、TIC の基礎となるのは「安全性」の確保です。心理的・身体的に安心で

きる環境を整えることで、被支援者が安心して自分を表現できるようにしま

す。また、「信頼と透明性」を重視し、支援者と被支援者の間に信頼関係を築

き、透明で正直な対応を行うことが求められます。 

 

田邊氏が特に強調するのは、「相手の背景を聴くこと」です。 

支援者は相手の行動や感情の表面的な部分だけでなく、その背後にある痛みや

経験を聴き取る姿勢を持つ必要があります。被支援者の声を否定せず、受け止

めることがケアの重要な要素となります。 

 

さらに、TIC では「関係性の力」が回復において重要な役割を果たします。 

支援者は被支援者を「治す」存在ではなく、「寄り添う」存在であるべきで

す。これにより、安全で信頼できる人間関係が構築され、被支援者は安心感を

得ることができます。また、被支援者が持つ力や能力を引き出す視点を持つこ

とで、彼ら自身の成長や回復を支えることができます。 

 

もう一つの重要なポイントは、支援者自身の「自己ケア」です。 

トラウマに向き合う支援者が心身の疲弊を防ぐために、自分自身を大切にする

ことが求められます。支援者が健康であることは、被支援者に対する質の高い

支援に直結します。 

 

田邊氏はまた、身体的なケアの重要性を説いています。 

心理的ケアだけでなく、呼吸法や身体的安心感を促す方法などを取り入れるこ

とで、より効果的な支援が可能になるとしています。 

 

田邊友也氏が提唱するトラウマインフォームドケアの本質は、支援の現場で単

なる治療的アプローチに留まらず、人間関係や環境全体を見直す視点を提供し

ます。その目的は、トラウマを経験した人々が安全な環境の中で自己を再発見

し、回復するための道筋を作ることにあります。このアプローチは医療や福祉

だけでなく、教育や日常生活の中でも広く応用できる可能性を秘めています。 

 


